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⻑流川(壮瞥町)水害タイムライン検討会
タイムライン検討会について

2025年11月6日
⻑流川(壮瞥町)水害タイムライン検討会 発足式・勉強会



《タイムライン検討会》実施体制

検討体制（案）

意思決定機関

壮瞥町

支援機関

室蘭建設管理部

室蘭地方気象台

防災行動実施機関

壮瞥町

室蘭建設管理部

室蘭地方気象台

伊達消防署

伊達警察署

意思決定に関する
情報共有や協議

意思決定事項
の周知・伝達

防災情報等
の提供・周知

防災対応に関する
情報のやりとり

《タイムライン検討会》アドバイザー
松尾一郎 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター客員教授
中津川誠 室蘭工業大学大学院工学研究科教授
志田昌之 日本気象予報士会北海道支部気象防災アドバイザー

【事務局】
壮瞥町、室蘭建設管理部

【オブザーバー】
伊達市
洞爺湖町
豊浦町
北海道開発局室蘭開発建設部
北海道総務部危機対策局
北海道建設部建設政策局
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検討スケジュール（案）

2025（令和7）年度

11月6-7日 発足式・勉強会・現地見学会
 タイムライン防災および対象地域に関する理解・認識共有
 検討体制、検討会の進め方、意思決定の考え方の理解

２月 第1回検討会
 全参画機関によるグループワーク
 防災行動の抽出、実施時期の整理

１月 事務局会議
 意思決定基準の検討
 第１回検討会の準備調整

タイムライン素案

2026（令和8）年度

第２回検討会
 タイムライン素案の確認・修正
 防災行動の連携事項の確認と役割分担

事務局会議
 第２回検討会の準備調整

第３回検討会
 タイムライン案の読み合わせ
 記載内容の確認、連携事項の確認・合意

事務局会議
 第３回検討会の準備調整

タイムライン案

タイムライン試行版
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⻑流川(壮瞥町)水害タイムライン検討会
設置要綱（案）
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⻑流川（壮瞥町）水害タイムライン検討会 設置要綱

（目的）
第１条 この要綱は、台風等による風水害に備えたタイムライン（事前

防災行動計画）を検討することを目的として設置する「⻑流川
（壮瞥町）水害タイムライン検討会」（以下、「検討会」とい
う。）に関する必要な事項を定めるものとする。

（実施事項）
第２条 検討会は、次に揚げる事項の事務を実施する。
１ 検討会参加機関を対象とした⻑流川における風水害に備えた「タ

イムライン（事前防災行動計画）」の作成に必要な検討。
２ その他必要な事項。
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（検討会の構成）
第３条
１ 検討会の構成は、別紙に掲げる者をもって構成する。
２ 検討会の組織の変更は、必要に応じ、検討会に諮って承認を得

るものとする。
３ 検討会に座⻑を置くものとする。
４ 座⻑は、検討会を総括し、検討会を代表する。

（会議の運営）
第４条 検討会は、座⻑の招集により会議を開催する。座⻑は、必要に

応じて構成員以外の機関の出席を求め、意見を聞くことができる。

⻑流川（壮瞥町）水害タイムライン検討会 設置要綱
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（報償費等）
第５条
１ 会議及び現地視察等の実施に際し、道はアドバイザーに報償費及

び旅費を支給する。なお、第４条で出席を求めた構成員以外の機
関の者についても同様とする。

２ 報償費及び旅費の額は、北海道特別職員給与等に関する条例第６
条別表第２に定める額に準じた額とする。

（構成員の任期）
第６条 任期は、検討会の実施事項が完了するまでとする。

⻑流川（壮瞥町）水害タイムライン検討会 設置要綱
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（事務局）
第７条 事務局は、別紙に掲げる機関で構成し、会議の運営に関する事

務及びその他事務を処理する。

（雑則）
第８条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に必要な事項は、

座⻑がその都度検討会に諮って定める。

附 則
この要綱は、令和７年（2025年） 月 日から施行する。

⻑流川（壮瞥町）水害タイムライン検討会 設置要綱


